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投書タイトル: 「護憲の旗」は「五犬の旗」か　　（投書本文はこの下だよん）
投書本文: 

　本誌11月14日号９頁の論

稿の中での「護憲」という言葉

について私見を述べたい。今回

民主党に投票した私だが、二大

政党制が二党の方向性に収斂さ

れない民意を汲み取れないとい

う問題を持つ事は認識している。

佐高氏の「せめて民主党には、

イラクへの自衛隊派遣にあくま

でも反対してほしい。」という

指摘にも賛成である。だが、氏

が「本当は、きっちりと護憲の

旗を掲げて自民党と対決すべき

だと思う」という時、その「護

憲の旗」とは何なのか。

　アメリカのアフガン攻撃の際、

日本政府はアメリカから　Show 

the Flag ! と「命令」されて

当惑し、ならば日本軍を派遣し

日の丸の旗でも揚げるかと受け

取った。この現実下では、「護

憲の旗」は「五犬の旗」である。

「護憲」を呪文のように叫んで

るうちに、日本は実際にはとう

の昔に「アメリカの戦争の犬」

になっていたのである。政、官、

陸軍、海軍、空軍の「五犬」だ。

　憲法９条は、その高らかな理

想にもかかわらず、日本国民が

戦後の長期「対米追従」政権を

崩せずにきた制約環境のなかで、

多くの護憲運動参加者の熱意に

反して、結果として強力な思考

停止機能を果たしてきてしまっ

た。その革命的な「発想」は、

現実追認主義者と真のリアリス

トの眼を失った「理想」主義者

のそれぞれの言動の相互作用に

よって、机上の「理想」と堕し

てしまったのだ。その責任は、

日本国内で言えば、対米追従路

線を推し進めた「政・官」と、

それを許した国民と、そして、

日米安保体制という現実を動か

す対案を何一つ示さなかった旧

来の「護憲」運動推進者自身に

あると思う。今必要なのは曖昧

模糊とした「護憲の旗」などで

はなく、理念を実現するための

具体的なビジョンなのである。
